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記者懇談会資料の配布について 

 

本日の記者懇談会の資料を送付いたします。記者懇談会会場ではペーパーレス会議

用のタブレットを用意し、資料を閲覧できるように準備しますので、必要があればお

声掛けください。 

 

記 

 

１ おむつなどの無料収集について（市民環境部） 

 

２ 北海道大学・岩見沢市・NTT グループによる スマート農業の社会実装に向けた新

たな取り組みの開始について（企画財政部） 

 

３ 北海道中央労災病院との経営統合及び新病院建設の進捗について 

（配布資料なし・市立総合病院事務部） 

※参考として、8 月 1 日開催の新病院建設特別委員会・民生常任委員会連合審査会の配布資料

データをタブレットで閲覧できるよう準備します。 

 

 

本日の記者懇談会 

日 時  8月 4日（月）午後 3時 30分 

場 所  岩見沢市役所 3階 会議室 3-5 

※ ご出席できない場合は、広報室 小笠原までご連絡ください。 

電 話  0126-35-4793 

 

問 合 先 

担 当 者 秘書課広報室長 小笠原 

電話番号 0126-35-4793 



令和７年９月１日から、家庭でおむつ等を利用している方の負担を軽減する
ため、おむつ等の無料収集をはじめます。

無料で出せるもの

【問合先】 岩見沢市 市民環境部 廃棄物対策課 廃棄物対策係
℡：（直通）0126-35-4395

・紙おむつ
・布おむつ
・尿取りパッド
・お尻拭き
・ストーマ装具

おむつ等の出し方

・おむつ、ストーマ装具の汚物は取り除く
・中身の見える【透明または半透明の袋】を使用する
※従来通り、燃やせるごみ用指定ごみ袋を使用して出すことも
できます。

・燃やせるごみの日に出す（週２回）
※お住まいの地域により、収集日は異なります。

無料で出せないもの

・防水シーツ
・ペット用おむつ
・ペット用トイレシート
・生理用品

注 意 事 項

おむつ・ストーマ装具の
無料収集をはじめます！

今までと同様に
指定ごみ袋（ピンク）を使用する

おむつ・ストーマ装具の無料収集開始に伴い、「岩見沢市指定ごみ袋無償交付要綱」によ
る燃やせるごみ用指定ごみ袋の無償交付は、令和７年８月３１日をもって終了します。

ストーマ装具は、新聞紙等で包んだう
えで、透明または半透明の袋に入れて
出してもかまいせん。

おむつは、消臭袋に入れたうえで、透
明または半透明の袋に入れて出しても
かまいません。

※防水シーツなど、無料で出せるもの以外のものが入っている場合は、違反ごみ警告ス
テッカーを貼り付けし、市で収集しません。

※病院や施設から出されるおむつ等は、事業系ごみとなりますので市で収集しません。
ただし、サービス付き高齢者向け住宅や有料老人ホーム等、家庭ごみとしてごみス
テーションを設置、収集しているところから出たおむつ等は収集対象とします。

※いわみざわ環境クリーンプラザ（いわ☆ぴか）に直接搬入する場合、重量に応じた料金
をお支払いいただきますので、ご注意ください。



企画財政部情報政策課

無人作業を行うロボットトラクタ



産学官連携協定（令和元年6月締結）の概要

高度情報処理技術
(映像データ処理・音声処理各種AI)

AI基盤
(スマートイノベーションラボ,通信ビル)

地場ベンチャー

➣ 令和元年6月28日に「世界最先端の農業ロボット技術と情報通信技術の活用による世界トップレベルのスマート農業および
サステイナブルなスマート・アグリシティの実現に向けた共同研究に関する産学官協定」を締結。

➣ 北海道大学･NTTグループ・岩見沢市との産学官の連携やステークホルダーとの共創により、スマート農業の課題解決･農業
を軸としたスマートアグリシティを目指す。

(5G等最先端の通信を利用シーンに応じて
最適な形でインテグレーション、将来はIOWN)

サポート
(遠隔監視･オンサイト)

光
アクセス

無線
アクセス

高精度測位配信
(クラウドGNSS)

先進農業者

農機メーカー

岩見沢市
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産学官連携協定（令和元年6月締結）の主な取組実績

2019
産学官
連携協定

最先端の農業ロボット技術と情報通信技術の活用による世界トップレベルの

スマート農業およびサステイナブルなスマートアグリシティの実現に向けた

共同検討に関する産学官連携協定

2022
L5G×
定住課題

（遠隔医療）

2023
L5G＆BWA×
社会実装に向け
た高度化実証

総務省

総務省

2021
L5G×ロボ
ティクス

（果樹経営）

総務省 農研機構

産学官連携協定

2020
L5G×ロボ
ティクス

（畑作経営）

総務省 農研機構

5G活用による遠隔監視制御で
実施した大豆の無人収穫作業

遠隔監視センター

5G活用による遠隔医療

遠隔監視に必要な農機搭載
システムの小型化（遠隔監視
エンコーダ一体型ルータ端末）

EVロボット（防除/草刈自動作業）

遠隔監視のマルチユース
（自動運転EVバス）

※L5G～ローカル5G
※BWA～Broadband Wireless Access（広帯域移動無線アクセスシステム）
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産学官連携協定（令和7年8月～） の概要

目的

スマートアグリシティの実現

方針

スマート農業・スマートシティを支えるデータドリブン※1な社会の実現に向けた通信環境整備やデータ蓄積、利活用
方法の検討（必要なデータを蓄積し、様々なプレイヤーがデータ分析やシミュレーションが可能な環境を検討）

取り組み概要

新たな取り組みテーマ① スマート農業の高度化に向けたデータ利活用の検討
新たな取り組みテーマ② データ駆動型農業の実現に向けた通信インフラ整備モデルの検討
新たな取り組みテーマ③ 地域社会DXに向けた課題解決と取り組みの検討

※1 データドリブン ～ 経験や勘に頼るのではなく、客観的なデータに基づいて判断やアクションを行うこと。
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産学官連携協定（令和7年8月～）新たな取り組みテーマ

圃場から収集された様々なデータの蓄積・分析手法を検討し安心・安全かつ効率的な、レベル３自動運転農機を活用した
農作業の最適化を目指します。

➢ バーチャルファームの活用検討
➢ 運行計画における作業時間の推定に資する生育データの利活用検討
➢ データ収集・蓄積環境の検討

【新たな取り組みテーマ①】スマート農業の高度化に向けたデータ利活用の検討

北海道大学野口教授資料
NTT株式会社提供 4



産学官連携協定（令和7年8月～）新たな取り組みテーマ

中山間地域等、携帯電波が届かない地域など通信環境が十分に享受できない地域の事情も鑑みた、ネットワーク環境の
整備およびデータ収集方法や多目的利用方法について検討します。

➢ レベル３自動走行を実現させるために必要な通信規格等を検討
➢ LPWAなど中山間地への展開を見越したネットワークの検討

【新たな取り組みテーマ②】データ駆動型農業の実現に向けた、通信インフラ整備モデルの検討

5



産学官連携協定（令和7年8月～）新たな取り組みテーマ

地域課題の抽出とデジタル技術を活用した対応策の検討により、地域住民生活の質の向上や地域経済の活性化を目指し、
持続可能な地方創生とスマートシティのモデルづくりを進めます。

➢ 地域課題の洗い出しと整理を目的としたワークショップの検討
➢ 課題をもとにした計画立案の検討

【新たな取り組みテーマ③】地域社会DXに向けた課題解決と取り組みの検討

子育て

シニア

学生

経営者
SMART CITY
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